
Ｃ Ｓｉ Ｍｎ Ｐ Ｓ Ｃｕ Ｎｉ Ｃｒ Ｍｏ
(%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%)
0.16 0.2 1.41 0.009 0.005 0.01 0.02 0.03 0.01

塩水噴霧 
30±2℃ 
0.5 時間 

湿潤 
30±2℃ 
1.5 時間 

熱風乾燥

50±2℃
2.0 時間

温風乾燥

30±2℃ 
2.0 時間

1 サイクル（6.0 時間） 
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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに 近年，建設ラッシュ時に建設された重交通下の鋼橋に典型的な疲労損傷が報告されている．特に，

海浜・海岸地域や凍結防止剤が散布される地域では，疲労損傷に加え腐食損傷も深刻な問題となっている．そこで，

これまで腐食した溶接継手を対象とした疲労試験が行われてきた．しかし，実構造物の劣化度を評価・予測するた

めに必要な経時的な溶接継手の腐食特性や疲労挙動については，十分に明らかにされていない．本研究では腐食に

よる経時的な止端形状の変化を明らかにした上で，経時的な腐食が溶接継手の疲労挙動に及ぼす影響を検討するた

め，面外ガセット溶接継手を用いた長期的な塩水噴霧複合サイクル腐食促進試験と腐食劣化後の疲労試験を行った． 
２．試験体２．試験体２．試験体２．試験体    供試鋼材は板厚 11mm の SM490Y(降伏点：444MPa，引張強度：561MPa，伸び：22％)であり，その

化学成分を表 1 に示す．試験体は，図 1 に示すような形状・寸法の面外ガセット溶接継手である．そのすみ肉溶接

は半自動溶接により下向きの水平溶接で行った．溶接サイズは 6ｍｍの等脚溶接を目標としたが，試験体の寸法測

定結果から溶接サイズが 6mm で主板側に対する中板側の脚長比が 0.642 の不等脚溶接となった． 
 

表 1 供試鋼材の化学成分 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        図 2 試験条件(S6 サイクル)            図 1 試験体の形状・寸法 
 
３．腐食促進試験３．腐食促進試験３．腐食促進試験３．腐食促進試験 腐食促進試験には図 2 に示すような試験条件を用いた．この条件は塗装鋼板の促進試験結果と

暴露試験データとの相関性が高い 1）とされる JIS の S6 サイクル(旧通産省)である．S6 サイクルの繰返し回数は，

600 および 1,200cycle(以下，S6-600cycle および S6-1,200cycle と呼ぶ)とした．また，疲労試験に先立って，促腐食

前後の溶接止端部の形状変化を観察するために，歯科用印象剤により試験体の溶接止端部から採取した型をレ－ザ

フォ－カス深度計(測定精度：0.1μm)を用いて測定した．その結果に基づき，止端半径ρおよび止端角θを求めた． 
腐食促進試験前後の止端形状，およびその止端半径ρと止端角θを図 3 および図 4 に示す．腐食サイクルが

600cycle の場合，止端部表面の起伏は大きくなり，0.1～0.2mm 程度の深さの細かい腐食ピットが全面的に存在して

いる．また，腐食前に比べ板幅方向のρおよびθの変化は大きくなる傾向にある．1,200cycle 後については，止端

部の腐食ピットは，600cycle の場合に比べ大きくなる傾向にある．また，腐食前に比べρとθの大きさは，同等あ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（a）0cycle           （b）600cycle           （c）1,200cycle 
 

図 3 腐食促進試験前後の止端形状 
 
キーワード 腐食，疲労，面外ガセット，溶接継手 
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    （a）0cycle            （b）600cycle           （c）1,200cycle 
                

図 4 腐食促進試験前後の止端半径ρと止端角θ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               

るいはそれ以上に大きくなる傾向にある． 
４．疲労試験４．疲労試験４．疲労試験４．疲労試験    疲労試験には，腐食前の S6-0cycle，
促進試験終了後の S6-600cycle および 1,200 cycle を

用いた．試験開始前に，試験体の着目部以外の溶接

止端部からのき裂発生を予防するため，4 カ所の内，

3 カ所にグラインダー処理を施した．疲労試験は下

限荷重を 10 kＮ，荷重波形を正弦波，繰返し速度を

4～18Hz とした一定振幅荷重下で行った．また，き

裂の発生起点と進展性状を観察するためにダイマー

キングおよびビーチマーク試験を行なった． 
 疲労試験終了後の試験体の破面を写真 1 に示す．

疲労き裂はρが小さい止端部で 1 カ所あるいは複数

カ所から発生した．単体のき裂が生じたのは，腐食

前と腐食後に約 0.3mm の深い腐食ピットが止端部

に生じている場合であった．腐食後については，溶

接止端部の腐食ピットから複数のき裂が発生した． 
腐食前後の試験体の疲労試験結果を図 5 に示す．

図中の実線は腐食前の試験結果の回帰直線を示して

いる．腐食前の試験結果は，JSSC 疲労設計指針の D 

 
 
 

等級程度になっている．S6-600cycle の疲労強度は，腐食により溶接止端形状が滑らかになったため，腐食前よりも

疲労強度が向上しており，C 等級程度になっている．S6-1,200cycle については，S6-600cycle の疲労強度よりも低め

の傾向にあるが，腐食前と同程度あるいはそれ以上になっている．また，S6-1,200cycle の試験結果は，腐食による

止端形状のばらつきが大きいため，S6-0cycle や 600cycle に比べばらつきが大きくなっている． 
５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ    （1）腐食後(600 および 1,200cycle)の止端半径ρは，腐食前に比べ同等あるいはそれ以上となる傾向

にある．また，S6-1200cycle 後のρは，600cycle に比べ小さくなる傾向にある．（2）腐食後(600 および 1,200cycle)
の疲労強度は，腐食前の疲労強度と同等あるいはそれ以上となる．現在，S6-1,200cycle 以降の腐食促進試験を行っ

ている．この結果と腐食後の疲労試験結果は発表当日に報告する予定である．  
参考文献参考文献参考文献参考文献    1）藤原博，田原芳雄：鋼橋塗装の長期防食性能の評価に関する研究，土木学会論文集，No570/Ｉ-40，pp.129-140，1997. 
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図 5 疲労試験結果 
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